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シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
等
に
抑
留
さ
れ
、
死
亡
さ
れ
た

方
々
の
中
央
慰
霊
祭
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
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〈 第 77号 〉

特　別　号

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

◆
中
央
慰
霊
祭
開
催
の
お
知
ら
せ
◆

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

◆
日
時

　

令
和
四
年
十
月
十
三
日
（
木
）

　

午
後
一
時
よ
り

◆
会
場

　

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

 

（
三
階
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
）

　
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二

－

四

－

一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三

－

三
二
六
五

－

八
二
一
一

 

（
代
表
）

シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
等
に
抑
留
さ
れ
、
死
亡
さ
れ
た

方
々
の
中
央
慰
霊
祭
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、郵
便
番
号・住
所・氏
名・

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、往
復
は
が
き
で

九
月
十
二
日（
月
）迄
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

〒
一
〇
二
︱
〇
〇
七
三

　
　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一
︱
八
︱
二

　
　

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︱
三
二
六
一
︱
六
五
六
五

申
込
方
法

宛

先

主
催一

般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

後
援総

務
省

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
　
当
日
は
（
一
財
）
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
へ
予
め
参
加
登
録
さ

　
　
れ
た
方
以
外
の
ご
参
加
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

二
　
当
日
、
発
熱
や
咳
、
喉
の
痛
み
の
あ
る
方
と
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い

　
　
方
は
慰
霊
祭
の
ご
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

三
　
慰
霊
祭
開
催
中
も
含
め
、
常
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
致
し

　
　
ま
す
。

四
　
会
場
入
場
前
に
は
体
温
を
計
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
併
せ
て
手
指

　
　
の
消
毒
を
係
員
が
行
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

五
　
当
日
、
慰
霊
祭
の
「
し
お
り
」
は
手
渡
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
　
着
席
予
定
の
椅
子
に
配
付
致
し
て
お
き
ま
す
。

六
　
慰
霊
祭
会
場
内
で
の
お
席
で
は
、
必
要
以
外
の
移
動
や
会
話
は

　
　
な
る
べ
く
お
控
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

七
　
参
加
者
の
献
花
は
、
全
て
の
式
次
第
終
了
後
、
改
め
て
司
会
者

　
　
か
ら
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

八
　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

　
　
開
催
を
中
止
す
る
場
合
も
有
り
ま
す
。
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令和4年9月

　

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留

私
は
こ
ど
も
の
頃
、
父
の
夢
を
見

ま
し
た
。
生
ま
れ
て
一
度
も
会
え

な
か
っ
た
父
が
、
故
郷
の
砂
浜
に

黙
っ
て
立
っ
て
お
り
ま
し
た
。
た

だ
そ
れ
だ
け
の
事
で
す
が
、
今
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

父
は
広
島
県
呉
市
で
建
設
業
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
昭

和
十
九
年
二
月
、
満
州
へ
二
度
目
の
出
征
を
致
し
ま
し
た
。
そ

の
時
母
は
四
女
の
私
を
身
籠
っ
て
い
て
、
父
は
凄
子
と
名
前
を

付
け
て
行
き
ま
し
た
。

　

空
襲
は
激
し
く
な
り
、
家
は
全
焼
し
て
、
昭
和
二
十
年
、
松

山
市
（
旧
温
泉
郡
）
中
島
粟
井
へ
引
き
揚
げ
ま
し
た
。

　

島
に
は
祖
父
母
が
待
っ
て
い
て
、
農
業
と
行
商
を
し
て
お
り
、

母
は
一
人
で
豆
腐
の
製
造
販
売
を
し
て
、
私
達
三
人
姉
妹
を
育

て
て
く
れ
ま
し
た
。（
長
女
は
十
二
歳
の
時
死
亡
）、
母
は
夕
方

か
ら
隣
地
区
へ
豆
腐
を
売
り
に
行
き
ま
す
。

　

姉
が
店
番
を
し
て
、
私
は
幼
い
頃
か
ら
母
に
付
い
て
行
き
ま

し
た
。
約
一
時
間
弱
、
山
道
を
歩
き
ま
す
。

追
い
こ
に
豆
腐
を
載
せ
て
背
負
い
、
幼
い
私
の
手
を
引
い
て
、

民
家
を
一
軒
ず
つ
売
っ
て
歩
き
ま
す
。

　

帰
る
頃
に
は
月
や
星
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。
夜
の
山
道
を
歩

き
な
が
ら
、
母
と
お
話
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
峠
を
越

え
る
と
、
海
に
月
が
光
っ
て
い
て
、
野
忽
那
島
が
明
る
く
見
え

ま
し
た
。

　

夕
飯
は
姉
が
作
っ
た
質
素
な
料
理
を
頂
き
ま
す
。
夜
九
時
過

ぎ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
故
郷
の
思
い
で
は
、
今
も
私
の
心
の
支
え
で
す
。
母
は

昭
和
六
十
年
胃
癌
に
て
他
界
、
享
年
七
十
二
歳
で
し
た
。「
お
父

ち
ゃ
ん
の
所
へ
行
き
た
い
」
と
言
い
残
し
て
…
…
。

　

私
は
父
の
事
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
シ
ベ
リ
ア
へ
行
き
た
い

と
思
い
、
父
に
つ
い
て
十
年
余
、
調
査
を
し
て
多
く
の
方
の
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
愛
媛
県
支
部
結
成
の
時
、

集
会
に
お
邪
魔
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
帰
還
者
の
方
が
大
勢
居

ら
れ
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
大
歓
迎
さ
れ
て
、
温
か

い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

お
か
げ
様
で
、
平
成
九
年
・
十
六
年
・
二
十
年
と
三
度
念
願

の
シ
ベ
リ
ア
慰
霊
訪
問
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ア
ム
ー
ル
州
ク
イ
ブ
シ
ェ
フ
カ
八
八
八
病
院
は
建
物
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
て
、
今
は
学
校
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
父
は
ど
の
病

室
で
、
ど
ん
な
思
い
で
最
期
を
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、

庭
の
大
木
が
西
日
に
枝
を
さ
揺
ら
せ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
有
る
、
日
本
人
墓
地
を
お

参
り
し
て
、
父
に
通
じ
る
様
に
と
土
に
手
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
、
二
度
目
に
こ
の
墓
地
を
訪
ね
た
時
に
は
、
日

本
人
五
百
六
十
一
名
の
広
い
墓
地
全
体
が
、
ロ
シ
ア
人
墓
地
に

変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
の
御
霊
は
押
し
潰
さ
れ
て
い
る
。

一
部
遺
骨
収
集
さ
れ
て
も
、
ま
だ
多
く
の
犠
牲
者
が
眠
っ
て
お

ら
れ
る
の
に
…
…
、
怒
り
が
爆
発
し
そ
う
で
し
た
。
他
の
埋
葬

地
も
行
く
度
に
荒
ら
さ
れ
て
い
て
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。
消
さ

れ
な
い
為
に
も
、
全
て
の
埋
葬
地
に
墓
標
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
達
の
世
代
も
高
齢
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
出
来
る
事
を
協

力
し
合
っ
て
実
行
す
る
事
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
」
手
記
の
募
集

　

戦
後
七
十
七
年
が
経
過
し
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
者
は
徐
々

に
少
な
く
な
り
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
憶
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
財
団
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、
シ
ベ
リ
ア

抑
留
の
記
憶
を
次
世
代
に
伝
え
、
平
和
へ
の
思
い
を
つ
な
ぐ
取

り
組
み
と
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
手
記
（
祖
父
母
や
親

か
ら
聞
い
た
話
と
そ
の
感
想
な
ど
も
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
手
記
は
、「
私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
と
題
し
て
、
財

団
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
の
写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

住
所
、
名
前
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
手
記
（
様

式
は
問
い
ま
せ
ん
。
一
二
〇
〇
字
以
内
）
や
写
真
等
を
添
付

し
て
、
下
記
の
応
募
先
へ
、
郵
便
、e-m

ail

等
に
よ
り
お
送

り
く
だ
さ
い
。

〒
一
〇
二

－

〇
〇
七
三　

　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一

－

八

－

二

　

一
般
財
団
法
人 

全
国
強
制
抑
留
者
協
会　

　

電
話 

〇
三

－

三
二
六
一

－

六
五
六
五　
　
　
　
　

　

e-m
ail:yoshida@

zaidan-zenyokukyo.or.jp

 

令
和
四
年
度 

実
施
事
業
（
十
月
～
十
二
月
）

一
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
地
方
展
示
会

　
　

埼
玉
県
支
部　

十
月
二
十
九
日
～
十
月
三
十
日　
　

　
　
　

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　

新
潟
県
支
部　

十
一
月
二
十
五
日
～
十
一
月
二
十
七
日

　
　
　

新
潟
県
新
潟
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
市
民
プ
ラ
ザ

二
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

　
　

埼
玉
県
支
部　

十
月
三
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー 

学
習
室

　
　

新
潟
県
支
部　

十
一
月
二
十
六
日　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

新
潟
県
新
潟
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
市
民
プ
ラ
ザ

三
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
慰
霊
祭
（
中
央
・
地
方
）

　
　

中
央
慰
霊
祭　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

　
　

福
岡
県
支
部　

十
一
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

福
岡
県
福
岡
市
護
国
神
社
内
「
参
集
殿
」

　
　

静
岡
県
支
部　

十
一
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

静
岡
県
富
士
市
中
島
公
園
慰
霊
碑
前

　
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
と
父愛

媛
県
　
清
水
凄
子

応
募
方
法

応

募

先


